
　

環
境
会
計
の
公
表
が
相
次
い
で
い
る
。

　

公
表
さ
れ
た
内
容
は
、
そ
の
多
く
が
財
務
会
計
的

な
手
法
を
用
い
て
、
企
業
の
環
境
保
全
活
動
の
結
果

を
経
費
と
そ
の
経
済
的
効
果
と
し
て
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
（
外
部
環
境
会
計
）。
一
方
、
こ
う
し
た

環
境
に
関
す
る
会
計
情
報
を
経
営
上
の
意
思
決
定
な

ど
内
部
管
理
に
適
切
に
活
用
し
、
企
業
経
営
に
役
立

て
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
（
内
部
環
境
会
計
）。

　

環
境
会
計
の
公
表
は
、
環
境
問
題
に
関
す
る
企
業

と
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
上
で

重
要
で
あ
る
が
、
環
境
会
計
を
検
討
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
経
営
と
い
う
観
点
か
ら
、

ま
ず
、
内
部
環
境
会
計
を
先
行
さ
せ
、
そ
の
成
果
を

踏
ま
え
て
外
部
環
境
会
計
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
と

な
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
読
者
の
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
、
管

理
会
計
と
内
部
環
境
会
計
、
財
務
会
計
と
外
部
環
境

会
計
を
対
比
し
つ
つ
検
討
す
る
。

■
内
部
環
境
会
計
の
意
義
と
役
割

　

内
部
環
境
会
計
は
、
環
境
問
題
に
関
連
す
る
会
計

情
報
を
、
事
業
者
の
経
済
活
動
に
関
す
る
意
志
決
定

に
役
立
て
る
た
め
の
手
法
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
環
境
会
計
は
内
部
管
理
に
ど
の
よ
う

に
役
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
企
業
で
の
管
理

会
計
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

管
理
会
計
は
、
経
営
者
や
管
理
者
の
目
的
に
応
じ

て
、
財
務
的
数
値
や
関
連
情
報
を
記
録
、
測
定
し
、

分
析
、
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
の
意
思
決
定

を
支
援
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

　

現
代
の
経
営
者
は
株
主
や
債
権
者
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
者
（
株
主
、
債
権
者
、
消
費

者
、
資
材
の
納
入
者
、
社
内
の
各
階
層
に
属
す
る
従

業
員
等
）
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
、

利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
企
業
経
営
の
複
雑
化
に
応
じ
て
、
管
理

会
計
の
領
域
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
管
理
手
法
が
考
案

さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
範
囲
は
原
価
計
算

や
収
益
管
理
か
ら
企
業
戦
略
、
事
業
戦
略
、
製
品
開

発
等
の
各
種
計
画
の
策
定
と
評
価
、
予
算
管
理
や
生

産
管
理
、研
究
開
発
な
ど
の
業
績
評
価
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
投
資
・
研
究
開
発
計
画
に
関
す
る
意
思
決
定

な
ど
広
範
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
の
高
度
化
を
背
景
に
新
た
な
手
法
も
提
案
さ
れ

て
い
る
。

　

環
境
に
か
か
わ
る
経
費
の
増
加
や
環
境
設
備
投
資

の
企
業
経
営
に
与
え
る
影
響
を
考
え
る
と
、
管
理
会

計
の
手
法
を
踏
ま
え
て
環
境
コ
ス
ト
や
そ
の
効
果
に

関
す
る
会
計
情
報
を
い
か
に
企
業
経
営
に
役
立
て
る

か
が
内
部
環
境
会
計
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
や
環
境
監

査
の
普
及
に
伴
い
、
環
境
監
査
が
財
務
諸
表
監
査
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
も
十
分
予
想
さ
れ
る
。
公
認
会

計
士
協
会
で
は
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
環
境
コ
ス

ト
情
報
を
中
心
に
環
境
問
題
に
関
連
す
る
会
計
情
報

を
企
業
経
営
に
役
立
て
る
方
法
等
に
つ
い
て
「
環
境

に
配
慮
し
た
企
業
経
営
の
た
め
の
環
境
コ
ス
ト
情
報

の
利
用
」（
平
成
十
年
五
月
・
経
営
研
究
調
査
会
報
告
）

と
し
て
公
表
し
て
い
る
。

　

環
境
コ
ス
ト
の
範
囲
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
検
討
す

る
が
、
直
接
的
支
出
や
削
減
コ
ス
ト
以
外
に
生
産
施

設
の
環
境
対
策
分
、
適
切
な
環
境
対
策
を
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
逸
失
利
益
、
発
生
す
る
可
能
性

の
あ
る
潜
在
的
維
持
コ
ス
ト
、
環
境
対
策
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
免
れ
た
潜
在
的
な
コ
ス
ト
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

●　

経　

営
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こ
れ
ま
で
環
境
コ
ス
ト
は
直
接
利
益
に
結
び
つ
か

な
い
経
費
と
し
て
、
独
立
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
。
内
部
環
境
会
計
は
、
従
来
考
慮

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
見
過
ご
さ
れ
て
き

た
環
境
コ
ス
ト
や
削
減
コ
ス
ト
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
企
業
者
の
意
思
決
定
に
役
立
て
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

　

管
理
会
計
で
採
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
間
接
費
の
低
減

や
原
価
低
減
の
た
め
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
活
動
基
準
原
価
計

算
）
や
Ａ
Ｂ
Ｍ
（
活
動
原
価
基
準
）、
潜
在
的
な
維
持

コ
ス
ト
の
把
握
の
た
め
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
等
の
手
法
は
、
環
境
会
計
を
企

業
経
営
に
役
立
て
る
上
で
も
重
要
な
手
法
で
あ
る
。

　

環
境
会
計
は
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
が
可
能
で
あ
る

が
、
以
下
に
主
要
な
例
を
示
す
。

①
コ
ス
ト
配
分
へ
の
利
用

　

廃
棄
物
処
理
費
や
運
搬
に
か
か
わ
る
環
境
コ
ス
ト

な
ど
こ
れ
ま
で
一
般
管
理
費
に
埋
も
れ
て
き
た
経
費

を
、
関
連
す
る
製
品
、
工
程
、
設
備
に
適
切
に
配
賦

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
価
計
算
に
反
映
さ
せ
、
経
営

者
、
財
務
担
当
者
、
技
術
者
、
設
計
者
等
へ
コ
ス
ト

管
理
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

②
予
算
や
投
資
計
画
で
の
利
用

　

コ
ス
ト
や
収
益
の
管
理
、
投
資
案
件
の
決
定
に
あ

た
っ
て
、
従
来
、
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
見
え

な
い
コ
ス
ト
、
表
に
現
れ
な
い
コ
ス
ト
」
を
考
慮
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
リ
ー
ン
投
資
等
へ
の
財
務
的

な
認
識
が
深
ま
る
。

③
製
品
設
計
の
決
定
へ
の
利
用

　

設
計
段
階
で
潜
在
的
維
持
コ
ス
ト
等
を
考
慮
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
設
計
者
は
代
替
案
の
検
討
に
環
境

問
題
を
含
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
結
果
、

リ
サ
イ
ク
ル
経
費
等
の
新
た
な
負
担
の
最
小
化
や
環

境
に
優
し
い
製
品
の
設
計
が
可
能
と
な
る
。

④ 
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
適
用

　

環
境
汚
染
な
ど
に
よ
る
将
来
の
損
害
額
や
環
境
投

資
に
よ
る
潜
在
的
な
「
見
な
し
利
益
」
を
予
測
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
環
境
リ
ス
ク
へ
の
対
応
が
可
能
と
な

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
内
部
環
境
会
計
は
環
境
保
全
活
動

を
企
業
の
コ
ス
ト
管
理
や
財
務
管
理
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
を
経
営

に
内
部
化
で
き
る
効
果
が
大
き
い
。

■ 
外
部
環
境
会
計
の
意
義
と
役
割

　

外
部
環
境
会
計
は
、
企
業
外
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
利

害
関
係
者
に
環
境
に
関
す
る
会
計
情
報
等
を
公
表
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

従
来
、
株
主
、
債
権
者
等
は
財
務
会
計
で
開
示
さ

れ
る
財
務
情
報
を
も
と
に
投
資
等
を
行
っ
て
き
た

が
、
企
業
の
環
境
コ
ス
ト
の
増
加
や
、
環
境
リ
ス
ク

の
増
大
、
環
境
保
全
に
関
す
る
社
会
的
関
心
の
広
が

り
な
ど
に
よ
り
、
財
務
情
報
を
理
解
す
る
上
で
環
境

会
計
情
報
が
不
可
欠
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
他
の
利
害
関
係
者
に
と
っ
て
も
環
境
会
計
情
報
を

も
と
に
企
業
の
環
境
に
関
す
る
姿
勢
を
評
価
し
、
そ

の
取
り
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

近
年
、
投
資
先
の
選
択
に
際
し
て
、
企
業
の
財
務

的
な
要
因
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
問
題
に
対
す
る
取

組
姿
勢
を
評
価
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
企
業
の
環
境
に
関
す
る
姿
勢
や
環
境
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
結
果
を
組
み
込
ん
だ
金
融
製
品

（
エ
コ
・
フ
ァ
ン
ド
）
も
増
え
て
い
る
。

　

外
部
環
境
会
計
は
、
企
業
が
い
か
に
効
率
的
に
環

境
保
全
活
動
を
進
め
て
い
る
か
に
関
す
る
情
報
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
者
が
判
断
可
能
な
形
で
提
供

す
る
う
え
で
重
要
な
手
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

管
理
会
計
は
、
利
用
目
的
に
沿
っ
て
そ
の
範
囲
や

内
容
は
自
由
で
あ
り
、
目
的
に
応
じ
て
い
か
に
適
切

に
情
報
を
提
供
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
財
務
会
計
は
株
主
や
債
権
者
へ
の
財
務
情

報
開
示
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
情
報
の
信
頼
性
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
た

め
財
務
会
計
に
つ
い
て
は
、
商
法
や
証
券
取
引
法
、

法
人
税
法
に
よ
る
規
制
が
あ
る
。

　

外
部
環
境
会
計
の
持
つ
環
境
情
報
開
示
の
役
割

と
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
利
害
関
係
者
へ
の
影
響
を
考

え
る
と
、
環
境
コ
ス
ト
の
定
義
、
範
囲
や
記
載
方
法

に
つ
い
て
は
出
来
る
だ
け
統
一
す
る
必
要
が
あ
り
、

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
る
何
ら
か
の
基
準
が
求
め
ら
れ

る
。「
環
境
保
全
コ
ス
ト
の
把
握
お
よ
び
公
表
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
中
間
取
り
ま
と
め
）」（
平
成
十

一
年
三
月
・
環
境
庁
）
は
、
そ
う
し
た
基
準
づ
く
り

の
一
例
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
内
容
の
信
頼
性
確
保
の
観
点
か
ら
第
三
者

に
よ
る
監
査
制
度
の
あ
り
方
も
検
討
課
題
で
あ
り
、

既
に
監
査
意
見
を
付
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。

　

環
境
会
計
は
、
内
部
管
理
や
情
報
の
開
示
の
う
え

で
有
効
な
手
法
で
あ
る
が
、
環
境
会
計
に
と
っ
て
重

要
な
こ
と
は
、
環
境
コ
ス
ト
や
そ
れ
に
よ
る
削
減
経

費
の
多
寡
で
は
な
く
、
環
境
経
費
の
投
入
に
よ
っ
て

資
源
の
節
減
や
環
境
負
荷
の
低
減
を
い
か
に
実
現
し

た
か
（
環
境
効
率
性
の
確
保
）
で
あ
る
。

　

環
境
会
計
の
な
か
で
物
量
情
報
を
ど
の
よ
う
に
評

価
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。

　

次
回
は
、
環
境
コ
ス
ト
の
範
囲
・
内
容
や
環
境
コ

ス
ト
と
物
量
情
報
と
の
か
か
わ
り
等
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
と
す
る
。

●　

環
境
会
計
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